<時評> 古代エジプト研究に関する現状と展望 : 紀元前四千年紀の研究を中心として by 黒沼 太一
「
エ
ジ
プ
ト」
と
い
う
言
葉
か
ら
は、
ギ
ザ
(
Giza)
の
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ト
ウ
ト
ア
ン
ク
ア
メ
ン
(Tutan
kha
mun)
王
の
様
々
な
黄
金
製
品、
あ
る
い
は
見
事
な
岩
窟
墓
の
壁
画
や
列
柱
が
立
ち
並
ぶ
カ
ル
ナ
ッ
ク
神
殿
(
Ka
rnak
Te
mple)
な
ど、
古
代
文
明
の
輝
か
し
い
遺
産
が
ま
ず
連
想
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う。
し
か
し
同
時
に、
昨
今
で
は
二
0-
―
年
に
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
エ
ジ
プ
ト
革
命
に
端
を
発
す
る
政
情
不
安
も
想
起
さ
れ
る
の
が
実
情
で
あ
る。
さ
ら
に
近
年
で
は
過
激
派
の
活
動
が
活
発
化
し、
本
年
も
飛
行
中
の
旅
客
機
を
爆
破
し
た
と
目
さ
れ
る
事
件
や、
多
数
の
テ
ロ
な
ど
が
報
道
さ
れ
て
お
り、
一
層
の
不
安
を
惹
起
さ
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い。
し
か
し
こ
の
様
な
状
況
に
あ
っ
て
も、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
研
究
は
世
界
各
所
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
綿
と
継
続
さ
れ
て
い
る。
世
界
各
地
で
は
国
際
学
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ、
雑
誌•
紀
要
な
ど
の
定
期
刊
行
物
や
モ
ノ
グ
ラ
フ、
論
文
集
や
発
掘
報
告
書
と
い
っ
た
出
版
物
の
刊
行
も
多
数
行
わ
れ
て
い
る。
ほ
か
な
ら
ぬ
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
も、
遺
跡
の
発
掘
調
壺
や
踏
査
が
各
所
で
精
力
的
に
行
わ
れ、
多
古
代
エ
ジ
プ
ト
研
究
に
関
す
る
現
状
と
展
望
ー
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
を
中
心
と
し
て
（
黒
沼）
は
じ
め
に
ー
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
を
中
心
と
し
て
1
古
代
エ
ジ
プ
ト
研
究
に
関
す
る
現
状
と
展
望
〈
時
評〉
黒
沼
太
九
七
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
調
壺
や
研
究
が、
一
七
九
八
年
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遠
征
隊
に
帯
同
し
た
学
者
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ、
大
著
『
エ
ジ
プ
ト
誌
(
D
escri
pti
on
de
 l'
E
gy
pt
e)』
と
し
て
結
実
し
た
記
念
物
な
ど
の
調
査
に
端
を
発
す
る
点
は
有
名
な
史
話
で
あ
る。
そ
の
後
の
十
九
世
紀
中
葉
以
降、
特
に
欧
米
の
調
査
隊
に
よ
っ
て、
エ
ジ
プ
ト
や
北
部
ス
ー
ダ
ン
（
ヌ
ビ
ア）
に
所
在
す
る
多
数
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ、
当
初
は
好
古
的
な
関
心
に
よ
る
半
ば
略
奪
的
な
調
壺
が
行
わ
れ
て
い
た
が、
イ
ギ
リ
ス
の
w.
M.
F．
ピ
ー
ト
リ
ー
(
P
etri
e)
ら
に
よ
っ
て
明
確
な
学
術
的
意
図
に
基
づ
く
体
系
的
な
調
査
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た。
こ
う
し
た
調
壺
の
多
く
は、
富
裕
層
や
国
家
な
ど
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
基
金
と
そ
の
運
営
組
織
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
行
わ
れ、
各
国
の
国
民
に
調
査
成
果
が
還
元
さ
れ
た。
こ
れ
ら
の
組
織
の
例
と
し
て、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
探
壺
協
会
(
E
g
ypt
Ex
plo
rati
on
 Society,
 E
E
S)
や
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ス
東
洋
考
古
学
研
究
所
(Institut
 fra
rn;:ais
 d'
arc
h
eolo
gie
 orientate,
 IF
A
O)、
ド
イ
ツ
の
ド
イ
ツ
考
古
学
研
究
所
カ
イ
ロ
支
部
(
Deutc
hes
Arc
haolo
gisc
hes
 Insti
tut,
 
Abteilun
g
 Kai
ro,
 D
AI
K)、
さ
ら
に
設
立
は
第
二
次
大
戦
後
と
な
る
が
ア
メ
リ
カ
の
エ
ジ
プ
ト
・
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
(
A
merica
n
Researc
h
 Center
 in
 Egypt,
 A
R
C
E)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る。
現
在
で
も、
エ
ジ
プ
ト
で
は
欧
米
の
調
査
隊
が
主
体
を
占
め
て
お
り、
上
記
し
研
究
の
舞
台
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
と
博
物
館
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
十
一
号
―
1
0
一
五
年
―
二
月
く
の
新
発
見・
新
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み、
本
稿
で
は
現
在
の
学
会
状
況
を
紹
介
し、
研
究
の
展
望
に
関
し
て
筆
者
が
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
い
と
考
え
て
い
る。
た
だ、
い
わ
ゆ
る
エ
ジ
プ
ト
学
全
般
を
取
り
扱
う
に
は、
筆
者
の
力
は
余
り
に
も
及
ば
な
い
た
め、
特
に
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
紀
元
前
四
千
年
紀
（
約
4
0
0
0,
 3000
 B.
C.)
の
先
史，
原
史
時
代
に
相
当
す
る
時
代、
具
体
的
に
は
ナ
カ
ダ
文
化
(
Naqa
da
Cult
ure)
期
や
下
工
ジ
プ
ト
文
化
(
Lo
wer
E
gyptia
n
 Cult
ure)
期
と
呼
称
さ
れ
る
時
代
の
研
究
を
中
心
に
記
述
を
行
い
た
い
。
こ
の
時
代
は、
エ
ジ
プ
ト
の
地
で
初
め
て
国
家
が
成
立
し
た
国
家
形
成
期
(
Stat
e
F
o
rmati
on
 P
eri
od)
と
さ
れ
て
お
り、
後
の
時
代
の
礎
と
し
て
ナ
イ
ル
河
下
流
域
に
お
け
る
歴
史
の
中
で
非
常
に
重
要
な
時
代
で
あ
る
一
方、
具
体
的
な
国
家
形
成
の
過
程
な
ど、
な
お
不
明
瞭
な
部
分
を
有
す
る
時
代
で
あ
る。
九
八
た
組
織
に
よ
る
調
在
に
加
え
て、
大
学
や
博
物
館
に
よ
る
調
査
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る。
紀
元
前
四
千
年
紀
に
関
す
る
調
壺
の
場
合、
最
初
期
の
王
墓
地
と
し
て
著
名
な
ア
ビ
ュ
ド
ス
(
A
b
y
d
os)
遺
跡
で
の
D
A
I
K
に
よ
る
発
掘
や、
下
流
部
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る
E
E
S
に
よ
る
踏
査、
同
じ
く
デ
ル
タ
地
帯
で
の
I
F
A
0
に
よ
る
コ
ム
・
エ
ル
11
キ
ル
ガ
ン
(
Ko
rn
el
 
,
K
hil
ga
n)
遺
跡
や
テ
ル・
エ
ル
11
イ
ス
ウ
ィ
ド
(
Te
ll
el
 
,Is
wi
d)
遺
跡
の
発
掘
調
査
な
ど
の
他、
大
英
博
物
館
の
研
究
員
ら
を
中
心
と
す
る
ヒ
エ
ラ
コ
ン
ポ
リ
ス
(
Hie
ra
ko
n
p
o
lis)
遺
跡
で
の
発
掘
調
査
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
に
よ
る
デ
ル
タ
地
帯
に
所
在
す
る
テ
ル
・
エ
ル
11
フ
ァ
ル
カ
(
Te
ll
el-
Far
kha)
遺
跡
で
の
発
掘
調
壺
な
ど
が
著
名
で
現
場
で
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
調
査
成
果
の
一
方
で、
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
の
場
合、
欧
米
を
中
心
と
し
た
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
考
古
資
料
や
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
調
査
も、
一
―
十
世
紀
後
半
以
降
活
発
化
し
て
き
た。
特
に
ナ
カ
ダ
文
化
に
関
し
て
は、
最
初
に
遺
跡
の
調
査
が
一
八
九
四
年
と
古
く、
墓
地
遺
跡
を
中
心
と
す
る
多
く
の
遺
跡
が、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
期
間
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た。
今
日
の
時
点
か
ら
翻
っ
て
み
て
も
分
か
る
よ
う
に、
十
九
世
紀
後
半
＼
二
十
世
紀
前
半
は、
考
古
学
の
黎
明
期
と
も
言
え
る
時
期
で
あ
り、
調
査
方
法
や
記
録
の
公
表
方
法
が
発
展
途
上
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る。
発
掘
報
告
書
は
刊
行
さ
れ
た
が、
良
く
も
悪
く
も
当
時
の
水
準
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り、
分
析
項
目
や
着
眼
点
・
研
究
方
法
な
ど
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
現
代
の
考
古
学
的
水
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
時、
こ
う
し
た
古
い
時
期
に
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
報
告
書
や
当
時
の
記
録
は
記
載
が
断
片
に
過
ぎ、
多
分
に
心
許
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し、
新
た
な
過
去
像
を
復
元
す
る
た
め、
博
物
館
所
蔵
資
料
の
再
分
析
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る。
例
え
ば
ナ
カ
ダ
文
化
の
研
究
で
は
近
年
の
墓
制
考
古
学
の
考
古
学
理
論
を
踏
ま
え
つ
つ
博
物
館
所
蔵
資
料
を
分
析
し
た
研
究
が、
一
九
一
〇
＼
一
九
―
―
年
に
調
査
が
行
わ
れ
編
年
上
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
ゲ
ル
ゼ
(
Gerze
h)
遺
跡
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る。
フ
ィ
ー
ル
ド
や
博
物
館
資
料
の
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
は、
ど
の
学
問
分
野
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
国
際
学
会
や
国
内
学
古
代
エ
ジ
プ
ト
研
究
に
関
す
る
現
状
と
展
望
ー
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
を
中
心
と
し
て
（
黒
沼）
あ
る。
国
際
学
会
九
九
会
な
ど
で
公
表
の
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
る。
例
え
ば、
本
年
八
月
二
三
日
か
ら一―1
0
日
ま
で
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
「
第一
一
回
国
際
エ
ジ
プ
ト
学
者
会
議
(Inte
rnational
Con
ference
 of
 Egyptologists,
 ICE)」
が
行
わ
れ
た。
第一
一
回
I
C
E
は、
本
来
は
二
0-―一
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
て
予
定
さ
れ
て
い
た
が、
政
情
不
安
に
由
来
す
る
治
安
上
の
問
題
か
ら
延
期
の
後
に
中
止
さ
れ、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
代
替
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
I
C
E
は
エ
ジ
プ
ト
学
の
国
際
学
会
と
し
て
は
今
日
最
も
著
名
か
つ
最
大
の
も
の
で
あ
る
が、
そ
れ
以
外
に
も
時
代
や
地
域・
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
国
際
学
会
が
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る。
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
の
場
合
も、
こ
の
時
代
を
含
め
た
先
史，
原
史
時
代
を
主
要
対
象
と
す
る
国
際
学
会
が
整
っ
て
き
た。
例
え
ば、
―1
0
0
二
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
ジ
プ
ト
の
起
源
(Egyptat
 its
 Origins)」
学
会
は、
三
年
ご
と
に
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る。
こ
の
学
会
は、
特
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
国
会
形
成
期
を
主
な
対
象
と
し
て
お
り、
直
近
で
は
昨
年
四
月
に
エ
ジ
プ
ト・
カ
イ
ロ
の
I
F
A
0
に
て
第
五
回
大
会
が
開
催
さ
れ、
筆
者
も
聴
講
の
た
め
参
加
し
た。
こ
の
他
に、
一
九
八
0
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ズ
ナ
ン
に
お
い
て
第一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
通
称
「
デ
ィ
マ
チ
ェ
ヴ
ォ
会
議
(
Dy
macze
wo
Con
ference)」
も
著
名
で
あ
る。
ポ
ズ
ナ
ン
近
郊
の
保
養
地
デ
ィ
マ
チ
ェ
ヴ
ォ
で
の
開
催
に
端
を
発
し
た
こ
の
学
会
は
四
年
ご
と
に
毎
回
タ
イ
ト
ル
を
変
え
つ
つ
開
催
さ
れ、
ナ
イ
ル
河
流
域
に
限
ら
ず、
北
東
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
先
史
時
代
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る。
今
日
で
は、
開
催
地
を
ポ
ズ
ナ
ン
旧
市
街
に
所
在
す
る
ポ
ズ
ナ
ン
考
古
学
拇
物
館
(Poznan
Archaeological
 Museu
m)
に
移
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り、
直
近
で
は
本
年
七
月一
日
1
四
日
の
期
間
に
行
わ
れ
た。
ま
た、
若
手
研
究
向
け
の
学
会
で
は、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
エ
ジ
プ
ト
学
の
最
新
研
究(C
urrent
Research
 in
 Egyptology,
 C
RE)」
学
会
や、
同
じ
く
若
手
向
け
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
所
の
大
学
で
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
「
若
手
エ
ジ
プ
ト
学
者
国
際
会
議(Inte
rnational
Con
ference
 for
 Young
 Egyptologists,
 ICYE)」
な
ど
が
存
在
し
て
い
る。
こ
の
様
に、
近
年
で
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
国
際
学
会
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
が―
つ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う。
以
下
で
は、
こ
う
し
た
学
会
の
動
静
を
受
け、
筆
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
紀
元
前
四
千
年
紀
に
関
す
る
研
究
の
更
な
る
進
展
に
向
け
て、
箪
者
の
考
え
を
簡
潔
に
述
べ、
本
稿
の
結
語
と
し
た
い。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
十
一
号
二
0
一
五
年
―
二
月
1
0
0
 
先
に
示
し
た
よ
う
に、
現
在
の
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
で
は、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
調
査
に
加
え
て、
博
物
館
な
ど
で
の
所
蔵
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り、
新
た
な
知
見
が
学
会
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る。
こ
の
二
つ
の
方
向
性
の
内、
現
在
筆
者
は
後
者
の
立
場
か
ら
ナ
カ
ダ
文
化
の
墓
制
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る。
考
古
学
の
場
合、
基
本
的
に
発
掘
調
査
な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
で
取
得
さ
れ
る
情
報
が
研
究
の一
次
情
報
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が、
特
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
研
究
の
場
合、
二
十
世
紀
初
期
ま
で
は
欧
米
の
博
物
館
へ
と
エ
ジ
プ
ト
か
ら
大
量
の
資
料
が
搬
入
さ
れ
た。
さ
ら
に、
重
要
な
遺
跡
ほ
ど
初
期
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ、
今
日
的
に
は
調
査
の
記
録
が
不
完
全
な
状
態
で
あ
り、
元
は
同
じ
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
で
あ
っ
て
も、
分
配
を
受
け
て
世
界
中
の
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る。
一
見
す
る
と、
こ
う
し
た
遺
跡
は
研
究
対
象
と
し
て
は
不
適
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が、
筆
者
は
欧
米
の
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
主
要
な
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
は
過
去
に
発
掘
さ
れ
た
重
要
な
遺
跡
を
評
価
し、
当
該
期
の
研
究
へ
貢
献
出
来
る
と
い
う
点
で
非
常
に
意
義
深
い
と
考
え
て
い
る。
こ
う
し
た
作
業
に
は、
元
と
な
る
資
料
の
質
的
側
面
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
に、
資
料
批
判
が
不
可
欠
で
あ
る
が、
公
刊
さ
れ
た
発
掘
報
告
書
の
記
録
を
修
正
し
た
り、
補
填
し
た
り
で
き
る
点
で、
研
究
の
基
礎
情
報
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
あ
る。
先
に
記
し
た
よ
う
に、
近
年
で
は
古
い
遺
跡
の
記
録
に
考
古
学
の
最
新
理
論
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究
の
事
例
も
増
え
て
き
て
お
り、
博
物
館
や
ア
ー
カ
イ
ヴ
側
も
所
蔵
資
料
の
公
開
と
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る。
箪
者
は
こ
れ
ま
で、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
古
代
エ
ジ
プ
ト・
ス
ー
ダ
ン
部
門
や
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ・
ロ
ン
ド
ン
付
属
ピ
ー
ト
リ
ー・
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
を
訪
れ
た
が、
資
料
の
実
見
と
活
用
の
推
進
に
注
力
し
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来
た。
昨
今
で
は、
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン・
カ
タ
ロ
グ
を
積
極
的
に
整
備
す
る
こ
と
で、
現
地
に
赴
か
ず
と
も
あ
る
程
度
の
情
報
を
利
用
希
望
者
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る。
考
古
学
は
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
調
査
が
最
も
基
本
で
あ
る
が、
欧
米
の
博
物
館
に
埋
も
れ
て
い
る
初
期
の
発
掘
に
関
連
す
る
資
料
に
も
ま
古
代
エ
ジ
プ
ト
研
究
に
関
す
る
現
状
と
展
望
ー
紀
元
前
四
千
年
紀
の
研
究
を
中
心
と
し
て
（
黒
沼）
紀
元
前
四
千
年
紀
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
研
究
の
更
な
る
進
展
の
た
め
に
1
0
 
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
十
一
号
二
0
一
五
年
―
二
月
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
は
あ
る
と
箪
者
は
考
え
て
お
り、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
博
物
館
の
双
方
で
得
ら
れ
た
成
果
が
国
際
学
会
な
ど
で
示
さ
れ、
様
々
な
議
論
の
話
題
を
提
供
さ
れ
る
の
な
ら
ば、
紀
元
前
四
千
年
紀
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
研
究
は、
更
に
一
層
進
展
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
幸
い
に
も
近
年
は
国
際
学
会
や
各
種
出
版
物
な
ど
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
場
が
充
実
し、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
Aca
de
mia
や
Researc
h
 Gate
な
ど
の
研
究
者
向
け
交
流
サ
イ
ト
も
登
場
し
て、
文
献
の
電
子
版
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
受
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た。
こ
う
し
た
新
し
い
流
れ
が
研
究
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
促
す
こ
と
で、
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う。
整
い
つ
つ
あ
る
環
境
の
中
で
筆
者
も
有
意
義
な
研
究
を
行
え
る
よ
う
努
め
た
い
と
改
め
て
考
え
て
い
る。
1
0
 
